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MS 明朝体 16 ポイント 
その下は 16 ポイントで 2 行改行 
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その下は 18 ポイントで 4 行改行 

MS 明朝体 16 ポイント 

MS 明朝体 1２ポイント 
その下は 12 ポイントで 2 行改行 

卒業研究の書式見本 
 余白は上が 35mm, 左右下が 30mm とする． 
 豊谷研究室の卒業論文は１名の論文の場合 80 枚以上とする 
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第 1 章 序論 

  
1.1 目的 

 現在，ネットワークを軸とする IT（情報技術）は，わが国の社会・経済の基盤を支える

極めて重要な社会インフラを担っている．そのため，情報セキュリティ事象（コンピュー

タウイルス，不正アクセス，情報漏洩等）が発生すると，単に従業員やグループの業務に

支障を来すだけでなく，個人情報をはじめとする機密情報の流出事故や，全社あるいは取

引先を含むバリューチェーン全体の事業中断をも招きかねない．さらに，取引先や提供サ

ービスのエンドユーザへの感染拡大，トラフィックの急増によるネットワーク障害といっ

た IT 社会への悪影響も発生する可能性がある． 
つまり，情報セキュリティ対策は，企業の事業継続性確保や果たすべき社会的責任の遂

行に不可欠な取り組みの一つと言える．したがって，政府は，企業に対策実施の動機を与

える定量的なデータの提供と，その背中を押す適切な施策の実施を通じて，企業の情報セ

キュリティ対策を促進することが求められている． 
 
本卒業研究の目的として，社会全体が高度に情報化された現在，情報化に潜む危険という

ものを知らずにして社会に出ることは非常に危険である．そのため，自らハッキング技術

を学ぶことによって危険に対する防御力を高めることを本卒業研究においての目的とする． 
 
1.2 研究方法 

文献から得た知識を基に，ゼミ内のコンピュータを利用し実験・実証を試み，その結果を

調べる．なおこの研究においてはウインドウズを研究対象として使用している． 
 
1.3 論文の構成 

上記の目的を達成するために，必要であろうネットワークに関する基礎知識を第二章に

各章の見出しは MS 明朝体 18 ポイント 
（見出しの次は 10.5 ポイントで２行空ける） 

本文や目次は MS 明朝体 10.5 ポイント 
句読点は横書きであるから 、や。ではなく ，や。を使う 

上の部分は 10.5 ポイントで 10 行空ける 
（見出しの次は 10.5 ポイントで２行空ける） 

各節の見出しは次のように章．節．項とする 
第 1 章 ・・・ 
  1.1 ・・・ 
    1.1.1 ・・・ 
    1.1.2 ・・・ 
  1.2 ・・・ 
第 2 章・・・ 
  2.1 ・・・ 
かつ，MS 明朝体 10.5 ポイントで太字にする 
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展開する． 
 
 第三章にはセキュリティを考慮する上での大きな障害となる不正アクセスについて述べ

る．それら現状と対策についてなどを第四章，第五章に展開する． 
 
 第六章では実際にハッカーが行うハッキング技術を体験してみる．さらにそれらについ

て考察を行う． 
 
 第七章では，本論の統括としての考察と今後の対応策を述べる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語調は，ですますではなく，である調で記述する． 
また 「と思う，感じた」ではなく「と考えられる を示す」

など，言い切りの文章にする． 
内容に不安があれば，きちんと調べて，自信を持って書く． 
句読点は横書きであるから 、や。ではなく ，や。を使う． 
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第二章 ネットワークの基礎 

 
不正アクセスやハッキングを行う上で，ネットワークに対する理解は欠かせないもので

ある．そこでまずネットワークについて述べる． 
インターネット上のＷＥＢサイトにアクセスしたり，ファイルをダウンロードしたりする

ことは今日，コンピュータ利用において大きな比重を占めている．では，ネットワーク使

用によるデータのやり取りがどのような仕組みで行われているのだろうかを述べる． 
 
2.1 OSI 基本参照モデル 

OSI（Open System Interconnection；開放型システム間相互接続）は，ISO（International 
Organization Standardization；国際標準化機構）が中心となって標準化をおこなったネッ

トワークアーキテクチャのモデルである．ネットワークの機能を「層」に分離し，その層

に基づく機能(データの取り扱い)を定義している． 
OSI 基本参照モデルの最大の特徴は，ネットワークアーキテクチャを階層化したことであ

り，階層化をすることによって， 
（1）各層の機能が明確になった 
（2）各層の機能の独立性が高くなった 
といったメリットを得られた． 特に（2）は重要な点で，これによってどんなネットワー

ク機器，OS を組み合わせても，それぞれの製品が OSI 基本参照モデルに従っている限り，

他コンピュータとの通信ができるようになった．しかし，製品同士の相性などで必ずしも

完全とは言えないが． 
 OSI 基本参照モデルは全部で７層に分かれており，ネットワークの専門家でなくても，

この OSI 基本参照モデルをしっかりと理解しておくと，ネットワークトラブルが発生した

ときに，原因究明の役に立つことが多い． 
OSI 基本参照モデルは，下の表のような７層構造になっている． それぞれの層は，独立し

本文や目次は MS 明朝体 10.5 ポイント 

各節の見出しは次のように章．節．項とする 
第 1 章 ・・・ 
  1.1 ・・・ 
    1.1.1 ・・・ 
    1.1.2 ・・・ 
  1.2 ・・・ 
第 2 章・・・ 
  2.1 ・・・ 
かつ，MS 明朝体 10.5 ポイントで太字にする 
 

各章の見出しは MS 明朝体 18 ポイント 
（見出しの次は 10.5 ポイントで２行空ける） 

上の部分は 10.5 ポイントで 10 行空ける 
（見出しの次は 10.5 ポイントで２行空ける） 
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て機能しているが，その上下の層に対するインターフェースは規定されている． 私たちが

普段利用しているメールクライアントやブラウザなども，このモデルに従って通信をして

いる． 
 

表１．OSI 基本参照モデルと機能 
 
7.アプリケーション層 
(Application) 

アプリケーションに対応したプロトコル． 

6.プレゼンテーション層 
(Presentation) 

データの種類や送信ビット数に関する規定．具体的には，デ

ータを圧縮したり，暗号化したりする． 

5.セッション層 
(Session) 

通信モードや同期方式に関する規定．下位層との間に信頼で

きるリンクを提供し，同期やフロー制御を行う． 

4.トランスポート層 
(Transport) 

送受信の確認やアプリケーションの識別に関する規定． 

3.ネットワーク層 
(Network) 

通信経路の選択や識別アドレスに関する規定． 

2.データリンク層 
(Data Link) 

通信路の確保やエラー訂正に関する規定． 

1.物理層 
(Physical) 

物理的な回線や機器類，電気信号に関する規定． 

 
 
第 5～7 層は，私たちがネットワークを利用する上で直接触れることが多い層である． 普

段我々が実際見ているこの HTML ページも，HTTP プロトコルという第 5～7 層で定めら

れた決まりの中で動作している．我々ユーザ側から近い７層から解説をしていく． 
 

 
図１．Web ブラウザ（Internet Explorer） 

（表以外の）図や写真の表題は，連番と説明タイトルを下側に

記載する 
MS 明朝体 10.5 ポイント 

表の表題は，連番と説明タイトルを上側に記載する 
MS 明朝体 10.5 ポイント 
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